
裾野麗峰山の会山行報告書       

                            文・小松眞明  写真・後藤、掛橋 

第３日目 

０８月０５日（月・霧～雨） 

起床４：００－熊ノ平小屋発５：００－三峰岳６：３０－野呂川越８：４７－ 

独標１０：０５－高望池１０：３５－伊那荒倉岳１０：４９－大仙丈岳１３：３６ 

－仙丈岳１４：１８－仙丈小屋１４：３８（泊） 

 

単純標高差＝上り 熊ノ平小屋約２５５０ｍ～三峰岳２９９９ｍ＝約４４９ｍ 

         野呂約２３００ｍ～仙丈岳３０３３ｍ＝約７００ｍ 

             下り 三峰岳２９９９ｍ～野呂川越約２３００ｍ＝約６９９ｍ 

 

早い消灯前に少し遠い外のトイレを済ませ寝袋に潜り込み熟睡モードに、回りの○○○

もすぐに子守唄に変わり夜半に降った激しい雨の音も夢の中で確認する。疲労は良く効く

睡眠薬であっという間に４：００。霧に包まれた三日目の朝を迎えた。 

熊ノ平小屋の美味しい朝食を全てたいらげ小屋の朝夕の食事から期待のお弁当を受け取

り、お楽しみを後に残して中身を確認せずにザックの中へ。若干の疲労と雨具を全身にま

とい５：００に三峰岳へ向かい熊ノ平小屋を後にした。 

 尚、小屋は市営と書かれていますが今は東海フォレストの管理とのこと。途中の稜線に

出ると雷鳥の親子に出迎えられた、この時期は子育てのシーズンなのだろう雷鳥はキジ目

でハイマツ林に生息し南アルプスは雷鳥の世界最南端の生息地で数が減少し絶滅危惧Ａ１

類に指定されている。 

三峰岳（みぶだけ）６：３０到着。霧で展望は全く無い。Ｌの話では、三峰岳は標高２

９９９ｍ。３０００ｍに１ｍ足りないが、ケルンの１ｍを足すと、丁度標高３０００メー

トルになるそうだ。ここから実質長大な三峰岳～仙丈岳の尾根が始まる。 

 地図を見るとルートは、頂上から伸びているが霧でハッキリしない。Ｌが右往左往探し

たら、少し下った所に道標があった。登山道は良く踏まれていて全く問題はない。霧が流

れ展望が少し開けた。長大な尾根が野呂川越に向かっていた。その後、天候は回復の兆し

が出てきて雨具から解放される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               三峰岳頂上 

           後ろのケルンが約１ｍ 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

         雷鳥 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     長大な尾根 

 

 

 

 三峰岳から野呂川越まで標高差約７００ｍ。時間にして２時間ちょっと。厳しさはない

が結構長い印象だった。下から上る何人かに会った。全員昨夜は両俣小屋泊。単独が多か

った。北岳・農鳥・塩見と行先は様々。 

途中で大きな荷物の若い衆二人に抜か 

れた。この二人とは結局翌日北沢峠ま 

で前後した。 

 ようやくの野呂川越着。随分高い所 

に道標が付いていた。冬はそこまで雪 

が積もるということか。 

ここを冬訪れたのはＬのみ。しかも１ 

９７６年とのこと。果たしてＬの胸に 

去来するものは？ 

 

 

 

 

 



野呂川越の分岐から伊那荒蔵岳の間の森林帯の中では数多くの高さの異なる倒木の障害

物をアスレチックのごとくかわして進む、倒木を越えた数だけ疲れが溜まっていく倒木の

原因は密集した森で根と地上に出ている部分とのバランスが崩れた木が暴風及び雪の重み

で倒れてしまったものと思われる。 

 横川岳でお弁当を広げた。楽しみして 

いたお弁当の中身はおにぎり２個と笹の 

葉に包まれた白米おこわのきなこまぶし 

とマグロの佃煮少々プラスおしんこ４枚 

でした、大変美味しくいただきました。 

 先ほどの若い衆と前後して上った。若 

い衆は当初、両俣小屋でテン泊予定だっ 

たが情報で高望池に水があることが分か 

り急遽、そちらに変更したようだ。 

 標高２４９９ｍの独標では老若男女が 

数名休んでいた。７５歳くらいの結構年配者がいて驚いた。今回全体的のうだが、すれ違

う登山者に年配者が多い。６０歳代では、まだまだ「洟垂れ」か。 

 高望池を通過し、標高２５１７ｍの伊那荒倉岳着。Ｌはここで旧友にバッタリ会った。

まだ富士山測候所があったころ勤務していた御殿場のＮさんだった。スキー仲間のようだ。

現在は埼玉の気象庁関係に単身赴任しているそうだ。休暇は９日まで。一人テン泊で足の

向くまま、気の向くまま。ちょっと羨ましい感じだった。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             旧友Ｎさんと共に 

 

ここから大仙丈岳まで標高差約４５８ｍは長かった。疲れはピーク。ＭさんがＬに頑張

って追尾し過ぎて過呼吸になってしまい一時パニック。それからＬの前で先頭を歩き、問

題なくなった。 

伊那荒倉岳より仙丈岳に向かう。霧により頂上が見え隠れする中、岩陰の可憐な花々を

楽しみながら大仙丈岳へ長い登りを続ける。頂上直下で雨が激しさを増した。１３：３６

大仙丈岳の頂上。仙丈岳の頂上が幽かに見ることが出来て少し元気が出てくる。 

仙丈岳は霧で視界が全く無く素早く記念撮影を済ませ、馬の背ヒュッテから明日の天候

の回復を期待して再登するために急遽変更した仙丈小屋に向け下山を開始し、仙丈小屋に

１４：３８に到着。 

三階の静かな大部屋に落ち着く。仙丈小屋のトイレは一階、水場は１００ｍほど離れて

いるが水量は豊富でした。南アルプスの小屋は水が豊富でとても冷たく美味しい水です。 

 

 

 



Ｌの後輩、芦安のＳ氏より生ビヤの差し入れが有り美味しくいただき、ご馳走様でした。 

明日の天気は微妙な予報と確認して寝床へ。疲労がピークとなる三日目も全員が良く頑張

りました。今晩もまた睡眠薬が良く効き消灯前に夢の中へ、夜半に窓の吹き付ける風の音

が聞こえたような気がしたが目覚めること無く明日朝を待つことに。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

兎菊                                 粘芒蘭 

 

 

 

 

 

 

       深山金梅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左上が頂上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仙丈小屋 

 

  

 

 

 

 



その他の記述（後藤） 

 

１．熊ノ平小屋は寝袋＋毛布だった。寝袋は案外快適。 

２．三峰岳途中で山ヒル？を見た。（写真） 

３．伊那荒倉岳で単独の女性で熊本の宮崎さん（ややこ 

  しい）に抜かれた。 

  前後して上り、結局小屋で一緒だった。ただ、お酒は 

  やらず、余り社交的でなかった。 

４．小屋の日本酒は「仙醸」。一合５００－で熱燗ＯＫ。 

  サッパリ系で美味しい。 

５．小屋番のＭさんは以前、黒戸尾根七丈小屋にもいたという。ざっくばらんで、フットワークは 

  サイコ―。とても対応のイイ方だった。ここの山小屋の場合、お住まいは伊那市長谷村。 

６．雨のＡＬＰＳだったが、思ったより快適に歩ける。皆さんも自信になった。 

７．１９７６年の冬の記憶は全くなかった。 

８．仙丈岳は過去冬２名で、地蔵尾根～北沢峠～甲斐駒～黒戸尾根もやった。（参考記録） 

９．主に観察した花（太字は今回初めての花） 

  梅鉢梅鉢梅鉢梅鉢草草草草、稚児車、高嶺矢筈母子、当当当当薬薬薬薬竜胆竜胆竜胆竜胆（（（（とうとうとうとうややややくくくくりりりりんんんんどう）どう）どう）どう）、這松の実、御御御御蓼蓼蓼蓼（お（お（お（おんんんんたたたたで）で）で）で）、 

兎菊、粘芒蘭粘芒蘭粘芒蘭粘芒蘭（（（（ねねねねばばばばりりりりののののぎぎぎぎららららん）、ん）、ん）、ん）、姫小米草、高嶺高輪花、深山金梅、色丹草、峰薄雪草、岩 

桔梗、千島桔梗、高嶺平江帯（たかねひごたい）、深山男蓬、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       深山金梅 

 

                                     深山男蓬 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

粘芒蘭（ねばりのぎらん） 

 

 

 

 

 

 



参考参考参考参考記録＝記録＝記録＝記録＝地蔵地蔵地蔵地蔵尾根～尾根～尾根～尾根～北沢北沢北沢北沢峠～峠～峠～峠～甲斐駒～甲斐駒～甲斐駒～甲斐駒～黒戸黒戸黒戸黒戸尾根尾根尾根尾根    

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 


